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要
予
約

と　き

ところ
主催・
連絡先

　

２
０
２
６
年
第
２
回
定
例
議
会
が
５
月
26
日
～
６
月
29
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
長
か
ら
公
共

事
業
の
工
事
労
務
単
価
上
昇
に
伴
う
契
約
金
額
見
直
し
や
市
立
船
橋
高
校
D
X
推
進
事
業
等
の
補

正
予
算
な
ど
14
議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
が
、
物
価
高
騰
か
ら
市
民
生
活
を
守
る
た
め
の
対
策
は

あ
り
ま
せ
ん
。
市
は
高
市
政
権
の
物
価
対
策
で
、
今
後
１
億
６
６
０
０
万
円
が
船
橋
市
に
交
付
さ

れ
る
見
通
し
を
述
べ
ま
し
た
が
、
市
民
一
人
２
５
５
円
に
し
か
な
り
ま
せ
ん
。

　

日
本
共
産
党
は
「
売
春
防
止
法
並
び
に
風
俗
営
業
法
を
改
正
し
、
性
産
業
に
対
す
る
実
効
的
な

法
規
制
強
化
を
求
め
る
意
見
書
」「
日
本
国
憲
法
第
９
条
に
自
衛
隊
を
明
記
す
る
改
憲
構
想
に
反
対

し
改
憲
原
案
作
り
を
断
念
す
る
よ
う
求
め
る
意
見
書
」
な
ど
５
つ
の
発
議
案
を
提
案
し
ま
し
た

午後１時～４時
9月 9日（水）

見
直
し
で
も
莫
大
な
事
業
費
と
な
る

医
療
セ
ン
タ
ー
移
転
建
て
替
え

バ
ス
路
線
廃
止
・
減
便
あ
い
つ
ぐ

交
通
・
移
動
の
権
利
保
障
を

物
価
高
騰
対
策
の
な
い
補
正
予
算

建
設
費
高
騰
で
も
す
す
む
医
療
セ
ン
タ
ー
移
転
建
て
替
え
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市
長
選
後
、
医
療
セ
ン
タ
ー

移
転
建
て
替
え
計
画
は
、
移
転

先
は
そ
の
ま
ま
で
建
設
の
規
模

を
見
直
す
検
討
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
市
は
病
床
数
を
５
０
０

床
か
ら
４
０
０
床
～
４
２
５
床

に
す
る
見
直
し
案
を
公
表
し
ま

し
た
。
し
か
し
建
設
費
の
上
昇

で
工
事
費
は
増
え
続
け
、
今
後

ど
こ
ま
で
上
昇
す
る
か
見
通
せ

ず
、
工
事
費
を
抑
え
る
た
め
に

Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
（
Ｃ
Ｏ
２

削
減
対
策
）

も
行
わ
な
い
計
画
で
す
。

　

ナ
フ
サ
シ
ョ
ッ
ク
も
あ
り
建

　

全
国
的
に
公
共
交
通
が
危
機

に
直
面
す
る
中
、
市
内
で
も
住

民
の
足
と
な
っ
て
き
た
バ
ス
の

路
線
廃
止
や
減
便
が
相
次
い
で

い
ま
す
。

　

船
橋
市
は
八
木
が
谷
・
丸
山
・

田
喜
野
井
地
区
で
、
市
・
地
域

住
民
・
事
業
者
の
協
働
で
小
型

バ
ス
や
ワ
ゴ
ン
車
を
運
行
さ
せ

て
い
ま
す
が
、
他
の
地
域
で
も

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
走
ら

せ
て
欲
し
い
」
「
高
齢
者
支
援

協
力
バ
ス
の
運
行
ル
ー
ト
延
長

を
」
な
ど
、
切
実
な
要
望
が
出

さ
れ
て
い
ま
す
。
自
家
用
車
を

利
用
で
き
な
い
高
齢
者
が
増
加

す
る
中
、
喫
緊
の
課
題
で
す
。

東葉線の新駅建設中、
誰のための駅？

船橋再発見

　

当
初
50
億
円
だ
っ
た
新
駅
の
事
業
費
は

95
億
円
に
ま
で
増
え
ま
し
た
。
２
０
２
９

年
開
業
予
定
で
す
が
、
区
画
整
理
事
業
は

２
０
３
３
年
ま
で
続
き
、
市
立
医
療
セ
ン

タ
ー
の
建
替
え
も
未
定
。
当
分
は
利
用
者

が
見
込
め
ま
せ
ん
。
一
方
、
物
価
高
騰
対

策
に
は
予
算
な
し
。
誰
の
た
め
の
新
駅
か
、

市
の
姿
勢
が
問
わ
れ
ま
す
。

教
育
Ｄ
Ｘ
で
、

「
教
育
の
目
的
」
を
歪
め
な
い
か

　

６
月
議
会
の
補
正
予
算
で
、

市
立
船
橋
高
校
に
１
０
０
０
万

円
の
学
校
運
営
費
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。
文
部
科
学
省
の
「
高

等
学
校
Ｄ
Ｘ
加
速
化
推
進
事

業
」
に
採
択
さ
れ
た
た
め
で
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
教
育
の
Ｄ

Ｘ
化
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
と
考

え
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
化
に

よ
る
教
育
の
機
械
化
や
効
率
化

は
、
考
え
方
の
偏
り
や
生
徒
の

心
身
へ
の
悪
影
響
、
対
面
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

低
下
、
豊
か
な
学
び
の
減
少
な

ど
を
懸
念
す
る
か
ら
で
す
。

　

質
疑
で
は
、
「
国
や
企
業
が

求
め
る
人
的
資
源
の
開
発
を
、

高
校
教
育
に
位
置
づ
け
て
い
る

の
で
は
な
い
か
」
「
『
教
育
は
人

格
の
完
成
を
目
的
と
す
る
』
と

い
う
教
育
基
本
法
の
目
的
を
歪

め
る
も
の
と
な
ら
な
い
か
」
と

質
し
ま
し
た
。

　

現
代
社
会
で
デ
ジ
タ
ル
を
学

ぶ
機
会
は
重
要
で
す
。

　

し
か
し
、
文
科
省
の
事
業
は

多
額
の
補
助
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の

購
入
を
進
め
る
な
ど
、
狙
い
が

露
骨
で
す
。
国
は
、
放
置
さ
れ

て
い
る
老
朽
化
し
た
高
校
校
舎

の
整
備
拡
充
こ
そ
進
め
る
べ
き

で
す
。

※
教
育
の
Ｄ
Ｘ
化
と
は
…
教
育

Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
と
は
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
や
デ
ー
タ
を
活
用

し
て
、
教
育
の
手
法
、
学
習
環

境
、
そ
し
て
学
校
の
組
織
運
営

を
根
本
か
ら
変
革
す
る
こ
と
。

単
に
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

時　期 病床数 ゼブ化 建設費
2024年5月
当初計画 500床 571億円（入札不調）

（2割5分増→714億円）

2026年3月
見直し案 400～　

　425床

なし 631億～656億円
有り 678億～705億円

2026年6月
積算更新

※ナフサショック未反映

なし 645億～671億円

有り 693億～721億円

船橋市立医療センターの建設費比較
設
費
の
値
上
が
り
で
、
全
国
各

地
の
大
規
模
事
業
が
中
止
、
見

送
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
医
療

セ
ン
タ
ー
も
建
て
替
え
は
見
送

り
、
現
施
設
で
当
面
必
要
な
施

設
整
備
を
行
う
よ
う
日
本
共
産

党
は
求
め
ま
し
た
。

※
Ｚ
Ｅ
Ｂ
（
ゼ
ブ
）
と
は
、
建
物
で
使

う
年
間
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
省

エ
ネ
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

よ
り
正
味
ゼ
ロ
（
ま
た
は
大
幅
削
減
）

と
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
「
ネ
ッ
ト
・

ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ビ
ル
」
の
こ
と
。

　

日
本
共
産
党
は
本
会
議
で
、

市
川
市
の
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

（
利
用
者
の
予
約
に
応
じ
て
運

行
す
る
「
予
約
制
の
乗
合
タ
ク

シ
ー
」
）
事
業
を
示
し
、
船
橋

市
も
実
施
す
べ
き
だ
と
市
を
質

し
ま
し
た
。
市
は
「
今
年
度
予

定
し
て
い
る
地
域
公
共
交
通
計

画
の
見
直
し
の
中
で
、
不
便
地

域
等
へ
の
交
通
支
援
策
を
検
討

し
て
い
く
」
と
答
え
ま
し
た
。

 

市
川
市
で
は
75
歳
以
上
の
市

民
に
１
０
０
円
で
乗
れ
る
バ
ス

チ
ケ
ッ
ト
20
枚
を
支
給
す
る
な

ど
の
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

船
橋
市
も
交
通
・
移
動
の
権
利

保
障
に
取
り
組
む
べ
き
で
す
。

を
導
入
す
る
「
デ
ジ
タ
ル
化
（
Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
）
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、

教
育
の
質
や
学
校
の
あ
り
方
を

変
化
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

※建設費１億円未満は切り捨て
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新
湾
岸
道
路
よ
り
ラ
ム
サ
ー
ル
登
録
を

エ
ア
コ
ン
助
成
に
つ
い
て

「
ｆ
プ
ラ
ン
」
を

人
権
と
平
等
を
大
切
に
す
る
計
画
に

　

環
境
省
が
５
年
ぶ
り
に
公
表

し
た
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
で
、
三
番

瀬
で
お
な
じ
み
の
ハ
マ
シ
ギ
や

ウ
ミ
ネ
コ
が
絶
滅
危
惧
種
に
追

加
さ
れ
ま
し
た
。
三
番
瀬
に
は

絶
滅
危
惧
種
35
種
を
含
む
51
種

も
の
野
鳥
が
飛
来
し
て
お
り
、

そ
の
重
要
性
は
明
ら
か
で
す
。

　

一
方
、
ス
ズ
ガ
モ
や
シ
ギ
・

チ
ド
リ
類
な
ど
の
飛
来
数
は
減

少
が
続
い
て
い
ま
す
。
市
も
「
三

番
瀬
の
自
然
環
境
は
劣
化
傾
向

に
あ
る
」
と
認
識
し
、
鳥
類
や

底
生
生
物
な
ど
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
を
検
討
す
る
と
答
弁
し
ま
し

た
。

　

現
在
、
新
湾
岸
道
路
計
画
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
県
は

　

船
橋
市
は
、
来
年
度
か
ら
始

ま
る
第
５
次
男
女
共
同
参
画
計

画
（
ｆ
プ
ラ
ン
）
の
策
定
を
進

め
て
い
ま
す
。
日
本
共
産
党
市

議
団
は
６
月
26
日
、
市
に
要
請

書
を
提
出
し
、
関
係
各
課
と
懇

談
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
要
請
は
36
項
目
で
す

が
、
特
に
市
議
団
は
計
画
の
目

的
の
変
更
を
問
題
視
し
ま
し

た
。
第
４
次
計
画
の
目
的
に
あ

っ
た
「
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
男

女
が
平
等
で
あ
る
社
会
」
と
い

う
表
現
が
、
第
５
次
案
で
は
「
性

別
に
か
か
わ
り
な
く
公
平
な
機

会
の
も
と
、
誰
も
が
笑
顔
で
暮

　

今
国
会
で
「
予
備
自
衛
官
等

兼
業
特
例
法
」
が
成
立
し
ま
し

た
。
他
の
仕
事
な
ど
に
就
い
て

い
て
も
、
自
衛
隊
か
ら
招
集
さ

れ
れ
ば
、
自
衛
官
と
し
て
の
任

務
に
つ
く
の
が
「
予
備
自
衛
官

等
」
で
す
。
予
備
自
衛
官
等
に

登
録
し
て
い
る
公
務
員
は
上
司

の
許
可
な
く
招
集
に
応
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
懸
念

点
が
主
に
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

①
災
害
時
な
ど
、
市
の
職
員

が
必
要
な
時
で
あ
っ
て
も
市
の

仕
事
か
ら
離
れ
て
し
ま
う
こ
と

に
な
り
、
市
民
へ
の
職
責
が
果

た
せ
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

②
予
備
自
衛
官
等
を
増
や
し

た
い
国
の
意
向
を
忖
度
し
た
市

三
番
瀬
の
自
然
環
境
調
査
を
行

っ
て
い
ま
せ
ん
。
日
本
共
産
党

市
議
団
は
、
調
査
を
行
う
ま
で

計
画
へ
の
協
力
を
や
め
る
よ
う

市
に
求
め
る
と
と
も
に
、
三
番

瀬
を
未
来
に
残
す
た
め
、
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
登
録
を
進
め
る
よ

う
提
案
し
ま
し
た
。

し
か
し
市
は
、
関
係

者
と
の
意
思
統
一
が

図
ら
れ
て
い
な
い
と

し
て
、
現
時
点
で
は

難
し
い
と
の
考
え
を

示
し
ま
し
た
。

　

市
議
団
は
引
き
続

き
、
三
番
瀬
の
自
然

を
守
る
た
め
力
を
尽

く
し
ま
す
。

ら
す
こ
と
の
で
き
る
社
会
」
に

変
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

「
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
」

と
し
た
こ
と
は
前
進
で
す
が
、

「
人
権
」
を
目
的
か
ら
外
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
「
機

会
の
公
平
」
だ
け
で
は
、
現
実

に
あ
る
女
性
差
別
は
な
く
せ
ま

せ
ん
。
市
議
団
は
「
結
果
の
平

等
」
を
め
ざ
す
計
画
に
す
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。

　

第
５
次
の
素
案
が
秋
に
確
定

し
次
第
、
12
月
頃
に
市
は
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
な

船
橋
市
政
を
ご
一
緒
に
つ
く
っ

　

船
橋
市
は
、
熱
中
症

に
よ
る
健
康
被
害
を
防

ぐ
た
め
、
今
年
度
、
は

じ
め
て
、
住
民
税
非
課

税
世
帯
な
ど
を
対
象

に
、
エ
ア
コ
ン
購
入
・

設
置
費
を
10
万
円
ま
で

助
成
す
る
制
度
を
実
施

し
ま
し
た
。
ま
た
、
販

売
店
が
助
成
金
を
受
け

取
る
「
代
理
受
領
制
度
」

を

開

始
。

利

用

者

は

10
万
円
ま
で
は
購
入
費

を
立
て
替
え
る
こ
と
な

く
エ
ア
コ
ン
を
設
置
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

日
本
共
産
党
は
、
室

温
38
度
の
部
屋
で
暮
ら

す
方
や
「
船
橋
生
活
と

６月の船橋市議会　意見書（発議案）・主な陳情への態度

共
産
＝
日
本
共
産
党
（
５
人
）
、
民
主
＝

市
民
民
主
連
合
（
議
長
を
除
く
９
人
）
、

公
明
＝
公
明
党
（
９
人
）
、
結
＝
結
（
８
人
）
、

清
風
＝
清
風
会
（
５
人
）
、
飛
翔
＝
飛
翔
（
５

人
）
、
市
政
＝
市
政
会
（
３
人
）
、
無
所
属
（
４

人
）
は
・
三
・
佐
・
朝
＝
議
員
の
頭
文
字

【
○
＝
賛
成　

×
＝
反
対　

退
＝
退
席　

欠
＝
欠
席
】

▼議案等に対する各議員の
賛否についてはこちら

（船橋市議会HP内PDF）

内　容 結果 共産 民主 公明 結 清風 飛翔 市政 は 三 佐 朝

議
案 一般会計補正予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

意
見
書 

（
発
議
案
）

売春防止法並びに風俗営業法を改正し､ 性産業に対する実効的な
法規制強化を求める意見書 否決 〇 〇 × × × × × × 〇 × 〇

日本国憲法第9条に自衛隊を明記する改憲構想に反対し､ 改憲原
案づくりを断念するよう求める意見書 否決 〇

〇：５
×：１
退：３

× × × × × × 〇 × 〇

殺傷武器の輸出を解禁する防衛装備移転三原則及び運用指針改
定の閣議決定撤回を求める意見書 否決 〇 〇：６

退：３ × × × 〇：１
×：４ × 〇 〇 × 〇

第10期介護保険事業計画における「改定」を許さず抜本的拡充を
求める意見書 否決 〇

〇：６
×：２
退：１

× × × × × 〇 〇 × 〇

農業者の経営と食料の安定供給に関する意見書 否決 〇
〇：７
×：１
欠：１

× × × × × 〇 〇 × 〇

主
な

陳
情 医療センター移転建替え計画の市民向け説明会開催を求める陳情 不採択 〇 〇：７

×：２ × × × × × × 〇 × 〇

予
備
自
衛
官
に
つ
い
て

▶
新
た
に
絶
滅
危
惧
種
に
追
加
さ
れ
た
ハ
マ
シ
ギ
が

舞
う
「
ふ
な
ば
し
三
番
瀬
海
浜
公
園
」（
地
図
は

船
橋
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用
）。

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

健
康
を
守
る
会
」
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
、
エ
ア

コ
ン
購
入
費
助
成
を
繰

り
返
し
求
め
、
代
理
受

領
制
度
の
導
入
も
提
案

し
て
き
ま
し
た
。
市
が

販
売
店
と
連
携
し
制
度

を
実
現
し
た
こ
と
を
評

価
す
る
と
と
も
に
、
今

後
も
市
民
に
寄
り
添
っ

た
運
用
を
求
め
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
助
成
制

度
の
申
請
期
限
は
６
月

１
日
ま
で
で
し
た
。
必

要
な
と
き
に
、
い
つ
で

も
利
用
で
き
る
よ
う
、

通
年
で
利
用
で
き
る
制

度
の
実
現
を
引
き
続
き

求
め
て
い
き
ま
す
。

が
、
職
員
に
登
録
を
促
す
こ
と

に
な
ら
な
い
か
。

　

採
用
や
昇
進
な
ど
の
為
に
仕

方
な
く
予
備
自
衛
官
に
な
る
こ

と
が
起
き
か
ね
ま
せ
ん
。

　

日
本
共
産
党
の
議
会
で
の
質

問
に
対
し
市
は
「
本
人
の
意
思

に
基
づ
か
な
い
こ
と
は
し
な

い
」
旨
を
答
弁
し
ま
し
た
が
、

特
攻
隊
は
「
本
人
の
意
思
」
と

見
せ
か
け
、
実
は
志
願
せ
ざ
る

を
得
な
い
空
気
が
あ
っ
た
こ
と

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
今

後
、
徴
兵
制
度
に
も
つ
な
が
り

か
ね
な
い
制
度
で
す
。
法
を
廃

止
で
き
る
ま
で
、
市
の
動
き
を

注
視
し
つ
づ
け
ま
す
。


